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Ｏ
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
Ｏ
に
係
る
海
上
自
衛
隊
の
バ
ー
レ
ー
ン
へ
の
要
員
派
遣
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

政
府
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
Ｏ
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
Ｏ
（
不
朽
の
自
由－

海
上
阻
止
行
動
）
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現
地
バ
ー

レ
ー
ン
の
司
令
部
で
調
整
。
我
が
国
海
自
の
要
員
が
そ
こ
に
常
駐
し
、
補
給
対
象
艦
船
や
給
油
量
に
関
す
る
調
整
を
Ｏ
Ｅ

Ｆ－

Ｍ
Ｉ
Ｏ
参
加
各
国
と
実
施
」
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
米
海
軍
第
五
艦
隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
米
中

央
海
軍
司
令
部
施
設
内
に
あ
る
「the
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」

（
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
（
統
合
軍
海
事
構
成
部
隊
司
令
部
）
の
連
合
国
調
整
セ
ン
タ
ー
で
日
本
政
府
上
級
代
表
、
ス
ガ
ハ
ラ
・
ケ
ン

ジ
二
等
海
佐
が
任
務
に
当
た
っ
て
い
る
）
と
の
記
述
が
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
質
問
す
る
。

�

こ
の
要
員
派
遣
は
、
い
つ
か
ら
行
っ
て
い
る
の
か
。

�

何
人
の
要
員
を
派
遣
し
て
い
る
の
か
。
年
次
毎
の
人
数
の
推
移
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

バ
ー
レ
ー
ン
（
マ
ナ
マ
）
以
外
の
地
域
、
国
に
、
こ
の
Ｏ
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
Ｏ
関
連
で
要
員
を
派
遣
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ

の
地
域
、
国
と
派
遣
人
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
特
に
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
や
オ
マ
ー
ン
等
の
給
油
施
設
の
あ
る
港
湾
に
派
遣
し

て
い
る
要
員
が
い
る
か
否
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



二

海
上
自
衛
隊
の
要
員
が
外
国
の
領
内
で
活
動
す
る
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
位
協
定
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

Ｏ
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
Ｏ
に
係
る
要
員
派
遣
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た
協
定
は
締
結
さ
れ
て
い
る
の
か
。

三

仮
に
、
二
の
協
定
の
締
結
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
米
軍
と
バ
ー
レ
ー
ン
と
の
間
に
締
結
さ
れ
て
い
る

基
地
貸
与
協
定
等
、
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
明
示
さ
れ
た
い
。

四

一
部
報
道
（
産
経
新
聞
朝
刊
〇
七
年
九
月
十
三
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
海
自
幹
部
の
話
と
し
て
、
現
在
、
約
三
三
〇
人
の
海

上
自
衛
隊
員
が
Ｏ
Ｅ
Ｆ－
Ｍ
Ｉ
Ｏ
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。

五

四
が
事
実
な
ら
ば
、
現
在
派
遣
さ
れ
て
い
る
艦
船
「
と
き
わ
」
と
「
き
り
さ
め
」
の
定
員
を
少
な
く
と
も
二
十
五
名
上

回
っ
て
い
る
計
算
と
な
る
が
、
こ
の
艦
艇
の
定
員
を
上
回
っ
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
人
員
は
ど
こ
で
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
場
所
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
駐
留
し
て
い
る
人
数
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

六

小
野
寺
五
典
外
務
副
大
臣
は
、
本
年
九
月
十
九
日
か
ら
、
バ
ー
レ
ー
ン
及
び
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
張
し
、
バ
ー
レ
ー

ン
に
お
い
て
、
海
上
阻
止
活
動
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
Ｏ
）
の
現
地
司
令
部
を
訪
問
し
、
我
が
国
海
上
自
衛
隊
が
実
施
し
て
い
る

洋
上
補
給
活
動
の
現
状
・
意
義
等
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
（
外
務
省
）
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
代
表
部
で
記
者
会
見
（
九
月
二
十
一
日
）
し
、
「
海
自
の
給
油
活
動
が
Ｏ
Ｅ
Ｆ
以
外
の
活
動
に
使
わ

二



れ
る
事
態
は
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
」
「
司
令
部
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム
で
は
、
周
辺
海
域
を

航
行
す
る
船
舶
の
位
置
を
常
時
、
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
お
り
、
海
自
が
給
油
し
た
艦
船
が
Ｏ
Ｅ
Ｆ
の
作
戦
海

域
外
に
移
動
す
れ
ば
、
明
確
に
把
握
で
き
る
」
と
述
べ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
以
下
質
問
す
る
。

�

こ
の
報
道
は
事
実
か
。
ど
の
よ
う
な
記
者
会
見
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

報
道
で
は
「
周
辺
海
域
を
航
行
す
る
船
舶
の
位
置
を
常
時
、
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
」
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。
発
言
の
趣
旨
か
ら
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム
に
あ
る
パ
ネ
ル

（
大
画
面
）
等
か
ら
、
各
船
舶
の
航
跡
が
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

�

一
の
海
上
自
衛
隊
か
ら
司
令
部
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
要
員
も
、
当
然
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
「
海
自
が
給
油
し
た
艦

船
が
Ｏ
Ｅ
Ｆ
の
作
戦
海
域
外
に
移
動
す
れ
ば
、
明
確
に
把
握
で
き
る
」
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


